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野尻湖音波探査記録の反射面とテフラとの対応

Correlation among tephras in drilling sample and reflectors in acoustic
record in Lake Nojiri, central Japan
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演者らは野尻湖における音波探査記録の解析から湖水面変動史を復元する取り組みを続けてい
る。これまでの議論は個々の反射面の年代がやや不確かなものであった。今回、長橋らによって
ボーリング試料のテフラの対比が確定したことから、より正確な年代の議論が可能になった。今
回は野尻湖の琵琶島沖で採取されたボーリング試料中のテフラと音波探査記録の反射面との対応
関係を明らかにし、湖全域で追跡可能な反射面の年代地を議論する。湖水域の大部分ではアカス
コが音響基盤となっているがほかの水域ではドライカレーが音響基盤となっている。
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